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今 まで ま 角 のは 入の大
堪ア勺 11.度 尾
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ツドの4■殺為、tょ ,.'ド のイロ沐Ъか
ジ〒ミ学鷲:πいした。匂啜入 るヽヽ
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″ヽヽ 米■‖納 める年えが、た

な 動 し■し1し 1・

ェ欠海のスキ正矢t学に させなために、 これか夕1■  _TR含 てⅢ
キk,■ |■ しぃ。

全国の上セ ■ 没 |

土tセ のアケ壻ん に

堤 してナヒインtためろ。
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ヵセ券 tπとタァして,7チカZlミ
'及
す。

キヘ)■ tら う.土土セリtセイルの 3/■ 外資金 として丁見金く"
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コ な臭だ` と そネまπ"の 各政 の後 キ皇て城むが すよヽ |の ■
力
,

た ■の 不 病 ヵvlく繁 お し、 各社セで 土セ俎 よ ■ 反対

の一キなが ら`・ フた。
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は 2、 5/1t今 )き 手lデヽAた 。


